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環境経営レポート

１．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

事業所名 　株式会社　イフ・ジャパン

代表取締役 野田   和広

（２） 所在地 本社・事務所 〒３８１-００３１

住所 長野県長野市西尾張部１０６４－４

中野事務所 〒３８３-００４５

住所 長野県中野市江部１３２１ アンソレイエＤ１０１

（３） 環境管理責任者・連絡先

環境管理責任者 野田　和広

EA21事務局 池田　恵子

連絡先 　TEL： ０２６－２４３－６８０８

　FAX： ０２６－２４３－９１２２

  URL：https://if-japan.net/

（４） 事業内容 損害保険代理店業務及び生命保険代理店業務

（５） 事業の規模 創　 業：１９７６年　４月

資本金 700万円

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 (百万円） 84 88 88 88 91 93

従業員 11名 12名 12名 12名 13名 13名

床面積　 本社 113㎡ 113㎡ 113㎡ 113㎡ 113㎡ 113㎡

中野事務所 52㎡ 52㎡ 52㎡ 52㎡ 52㎡ 52㎡

（６） 事業年度 ７月～　６月

　

（7） 認証登録の範囲 全組織、全活動

　

（8） 個人別保有資格、等

損害保険トータルプランナー／トータルライフコンサルタント

ＦＰ技能士／ＡＦＰ(ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ)／住宅ローンアドバイザー etc

　E-mail：if-japan.ikeda@myad.jp

項　　目
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２．環境経営方針

１）電力及び燃料の削減により、二酸化炭素の排出量削減に努めます。

２）紙使用量の削減、廃棄物の分別・リサイクルにより循環型社会の構築に努めます。

３）水使用量削減に努めます。

４）FSC認証製品を積極的に使用します。

５）働きやすい環境整備に努めます。

６）環境方針を朝礼、会議等を利用し全社員に周知徹底し環境への意識高揚を図ります。

７）地域での環境保全活動に積極的に参加します。

７）地域での環境保全活動に積極的に参加します。

８）本環境経営方針は一般へ開示します。

９）環境関連法規を遵守し、利害関係者との取決め事項を守ります。

　　制定：２０２０年 ２月１９日

　　改定：２０２１年 ７月 　1日

代表取締役　野田 　和広

環 境 経 営 方 針

環　境　方　針

株式会社イフ・ジャパンは、事業活動を通じてお客様の身近に発生する

リスクを共に考え「安心・安全」を提供し、社会に貢献するとともに

環境の保全と改善に向けて継続的、積極的な取り組みに努め持続可能な

社会活動を行い地域社会へ貢献する企業を目指します。

環境経営方針に基づき、以下の環境方針を定め、積極的に取組みます
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環境経営レポート

３．実施体制 2022年7月1日　改定

役割責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源(人・設備・費用・技術）を用意する

・ 環境経営方針の設定、経営目標・計画の承認及び従業員へ伝達を行う

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する

・ 環境経営システムの構築、実施、管理運営

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告　等

・ 環境経営目標及び環境活動計画を作成し、全従業員に周知する

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しと必要な処置を行う

・ 環境経営目標及び活動計画原案の作成と実績の収集、取りまとめ

・ 環境関連の文書/記録の作成

・ 環境関連の相談、外部コミュニケーションの窓口

・ 自部門に関連する活動計画の検討/決定

・ 取組状況の点検の実施　等

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・ 環境経営方針、環境経営目標の理解と取組の重要性を自覚

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・ 異常の早期発見及び緊急時の応急処置と報告

・ SDGsについての理解を深め、目標に対して意識を持って取り組む

全
従
業
員

2020年2月6日

代
表
者

管
理
責
任
者

事
務
局

部
門
責
任
者

代 表 者

野田 和広

環境管理責任者

内務部門責任者

川久保

営業部門責任者

穂 苅
中野事務所責任者

長 岡

EA21事務局

池 田
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環境経営レポート

４．環境目標(中期数値目標)と結果

目標 19,331 1% 19,135 2% 18,940 3%

実績 24,111 × 25,313 × 24,158 ×

目標 9,433 1% 9,337 2% 9,242 3%

実績 9,838 × 10,776 × 11,002 ×

計画 6,512 1% 6,446 2% 6,381 3%

実績 7,904 × 8,192 × 7,815 ×

計画 475 1% 470 2% 466 3%

実績 313 ○ 327 ○ 239 ○

計画 337 1% 333 2% 330 3%

実績 629 × 1,629 × 1,795 ×

計画 204 1% 202 2% 200 3%

実績 201 ○ 170 ○ 176 ○

計画 79,626 1% 78,821 2% 78,017 3%

実績 78,930 ○ 76,940 ○ 79,430 ×

計画 36 - 36 - 36 -

実績 37 ○ 36 ○ 36 ○

※１　CO2排出量算出基準
　（使用化石燃料）×排出係数＋購入電力×（ＣＯ２排出係数   0.472 kg-CO2/kWh)
※2　会社周辺の清掃、ボランティア活動への参加回数、等

8
環境保全活動に参加
※２　　　　　（回）

36

6
水使用量の削減
　　　　　　　（㎥）

206

7
用紙購入量の削減
　　　　　　　（枚）

80,430

4
ガス使用量の削減
　　　　　　　（㎥）

480

5
一般廃棄物の削減
　
（kg）

340

3
燃料使用量の削減
　　　　　　　（ℓ）

6,578

2020年度
7月～6月

2021年度
7月～6月

2022年度
7月～6月

2
電気使用量の削減
※1　　　　（ｋwh）

9,528

1
 二酸化炭素排出量の削減
  　　　　（Kg-CO2）

19,526

環境目標
2019年度
(基準年)
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環境経営レポート

４．環境目標(中期数値目標)と結果
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環境経営レポート

４．環境目標(中期数値目標)と結果
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環境経営レポート

５．活動の結果と評価、次年度の取り組み
◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

１．電力使用量の削減

・残業時間、時間外営業の削減 ◎

・不要な照明の消灯などによる節電 ○

・パソコン、コピー機等ＯＡ機器の省電力設定使用 ○

・エアコン、暖房の適正温度での使用 ○

２．燃料使用量の削減

・全車ドラレコの導入による安全運転診断の実施 ◎

・社用車の定期点検、適性時期のオイル・タイヤ ○

　交換

・ハイブリッドカーの導入 ◎

・営業活動、顧客訪問の効率化 ○

３．一般廃棄物の削減

・裏紙の有効活用 ○

・分別と再生利用の促進 ○

・電子帳票の活用などによる用紙の購入と廃棄の削減 △

・帳票類の廃棄ルールの策定 ○

４．水使用量削減

・節水呼び掛けＰＯＰ掲示による喚起 ◎

・トイレの水のエコモード使用 ◎

・使用量、使用料金の把握 △

５．グリーン購入活動

・エコ（FSC)マーク商品の購入 ○

６.内部/外部のコミュニケーション活動

・社内会議での活動の周知による環境意識の醸成 ○

・ホームページでの活動紹介 ◎

７．Navi計上、ペーパレス契約の促進

・ペーパレスNavi契約率の促進 ○

・ネット口振、クレカ払い契約によるペーパレス ○

　化推進

８．環境保全活動の推進

・会社周辺の清掃作業と緑化活動 ◎

・「長野市消防団協力事業所」認定 ◎

・車いす清掃活動への参加 ◎

・目標への進捗を数値で定期的に確認して全社員で共有し、具体的な取り組み施策へと繋げて

　いきたい。

活
動
の
コ
メ
ン
ト

社用車の電気自動車への入替や
事務所の二重サッシの導入など
も検討中

年1回、全体会議にてSDG
ｓ及び環境活動への研修
を実施。環境への意識付
けを図った。

活動の進捗確認と見直しの機会
を定期的に設ける

タブレットや電話を利用
した対面Navi、電話Navi
を促進し、ペーパーレス
化に取り組んでいる

具体的目標値の設定と進捗の情
報共有をこまめに行う

ＰＯＰ掲示による節水呼
びかけを行った

長野市消防団協力事業所
に登録認定
地域の消防活動にも積極
的に参加した

水道使用量、使用料金の把握と
社員への情報の共有を実施する

SDGs目標に沿った営業活動を実
施して、重点取組事項の定着を
目指す

営業車全車へのドラレコ
設置とアプリによる安全
運転診断の可視化により
エコドライブ・安全運転
に取り組めた

引き続きエコドライブに努める
とともに、業務の訪問効率化を
図る

購入時にFSC商品に切り替
えられるものは積極的に
切り替えて購入した

今後も用品購入時にはなるべく
エコ商品を検討する

環　境　活　動　計　画 取組の結果 次年度の取組み

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

社
会
貢
献

廃棄ルールの策定により
今まで保管していた書類
等の廃棄が進んだことも
あり、本年は一時的に資
源の廃棄量が増加した

電子帳簿保管への体制、ルール
作りを進める

残業時間の短縮や日頃の
省電力化に意識的に取り
組んだが、気候の影響等
もあり電力消費量の削減
は目標達成できなかった

業
務
改
善

廃
棄
物
削
減

用
水

G
購
入
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環境経営レポート

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

　当社の業務に適用となる義務規定の主な環境関連法規等とその主な内容

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
証拠書類、等 判定

収集業者の 許可書 〇

排出記録表 〇

容器包装リサイクル法　※1 ・分別及びプラとして依頼 引取記録 〇

・フロン類使用機器の定期点検 点検表 〇

・第１種特定製品の修理・処分 引取証明書 ―

家電リサイクル法 ・特定家電の適正処分(委託） 引取記録 ―

自動車リサイクル法 ・廃自動車の適正処分(委託） 引取記録 〇

長野市市条例 ・廃棄物の減量化、再資源化の推進 ― 〇

損保ジャパングループ環境
行動指針（ISO9001G認証）

・マネジメントシステム認証の更新
（お客様提供品質の向上）

活動の記録 〇

※1　一般廃棄物の排出量を明確にする為、直富商事株式会社と一般廃棄物収集運搬委託契約書

　(２) 違反及び訴訟の有無

・関係機関等からの指摘、地域住民からの苦情も訴訟等も無く、関係当局よりの違反等もありません
　でした。

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　

廃棄物処理法　※1
・一般廃棄物の委託先の確認
・分別と計量及び抑制

フロン排出抑制法（5台）

・上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守していることを確認
　しました。
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環境経営レポート

７．経営者の見直し評価と指示

【 取り組みの概要 】

【 取り組みの評価 】

・エコドライブの定着が図れている。

・帳票類の電子化ルールが定着してきているので、さらなる電子化を進めたい。

・環境レポートを社内で共有を図ることにより、全員での取り組みが定着してきた。

・あらたな取り組みとして、「長野市消防団協力事業所」の認定を受け、

地域への違ったかたちの貢献ができた。

【今後の取り組み】

・従来の取組みからステップアップできるよう、社外での情報集に努めるとともに、

社内では情報共有をさらに進めていきたい。

・環境レポートを社内会議で報告・意見収集を実施した。

・帳票の電子保存をルール化し、紙の使用量削減に全員で取り組んだ。

・従来から実施している清掃作業・緑化活動以外の社会貢献活動に取り組んだ。

・安全運転管理者の指導のもと、全営業車両の適正時期のオイル交換・タイヤ交換

を行うとともに、ドラレコ導入により安全運転に取り組めた。
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環境経営レポート

８．活動事例紹介
   １)お客様に安心・安全を提供する企業として地域活動に

積極的に参加します。

◆「長野市消防団協力事業所」に登録認定

   ２）健康づくり企業で「皆様に安心のお届け」

健康づくりチャレンジ宣言を推進して、戦略的な「健康経営」を目指しています。

 ◆「健康経営優良法人2023」に認定

   ３）安全運転・エコドライブへの取り組み

安全運転診断付きのドライブレコーダーを全車に設置。全社員で安全運転・エコドライブ

に取り組んでいます。

また、保険会社通信機能付きドライブレコーダーの設置の情報をすべてのお客様に提供し

付帯率を促進することで事故の削減に貢献するとともに、もしもの時の安心を提供します。

   ４）非常事態の想定と訓練
ＢＣＰに基づき緊急事態対応訓練を実施。

消防署立会いの下、消火器使用とAED心肺蘇生法の講習、訓練を受けました。

　・実施日　　２０２２年１１月１１日(金)

　・場　所　　長野市消防局鶴賀消防署 東部分署

　・参加者　　１０名
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環境経営レポート

   ５）環境教育/意識向上活動

・SDGｓ、エコアクション２１　全体勉強会の実施

・エコＰＯＰの事務所内掲示による意識向上

・ハイブリッドカーへの入替、エコ商品の購入等

　による意識向上

・事務所周辺の草取り、ゴミ拾い、地域清掃への参加

＜ エコPOP掲示 ＞

＜ ハイブリッドカー導入 ＞

＜ 事務所周辺草取り・清掃 ＞
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